
2009
JUN

NO.381

6

ISSN 1349-3531

玉
石
混
淆
の
Ｗｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ

　

情
報
信
頼
性
分
析
エ
ン
ジ
ン
“
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
”
の
紹
介

木
俵 

豊 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

3

み
ん
な
の
翻
訳

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
翻
訳
者
の
支
援
と
翻
訳
の
自
由
な
流
通
の
た
め
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

内
山
将
夫 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

5

生
き
た
細
胞
を
用
い
た
新
し
い
分
子
通
信
解
析
手
法
の
開
発

　

人
為
的
に
制
御
可
能
な
素
子
を
埋
め
込
ん
だ
細
胞
を
つ
く
り
、
利
用
す
る

小
林
昇
平 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

7

平
成
21
年
度
新
規
採
用
者
紹
介 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

9

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ 
Ｌ
．Ｈａ
ｌ
ｌ
博
士 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
来
訪 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

9

受
賞
者
紹
介 
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10

平
成
22
年
度
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
総
合
職
員
採
用
情
報 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

11

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

情
報
通
信
技
術
を
支
え
る

　

基
板
・
部
品
レ
ベ
ル
の
信
頼
性
向
上
と
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
の
研
究
開
発

福
永 

香 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1



巻頭インタビュー

図1●EMCの概念図

情
報
通
信
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
た
め

に
電
波
の
環
境
を
守
る
Ｅ
Ｍ
Ｃ
技
術
は
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
情
報
通
信
技

術
を
支
え
て
い
ま
す
が
、「
測
る
技
術
」

が
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
目
さ
れ
に
く
い

「
測
定
・
評
価
」
技
術

─
─
Ｅ
Ｍ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

福
永　

Ｅ
Ｍ
Ｃ（Electrom

agnetic Com
-

patibility

）は
、電
磁
両
立
性
又
は
電
磁（
環

境
）
適
合
性
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、電
子
・

る
─
─
そ
れ
が
Ｅ
Ｍ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
で

す
。
ふ
だ
ん
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く

て
、
問
題
が
発
生
す
る
と
表
に
出
さ
れ
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
と
も
言
え
ま
す
。

─
─
縁
の
下
で
支
え
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

福
永　

そ
う
で
す
ね
。
私
自
身
が
担
当
し
て

い
る
情
報
通
信
機
器
の
モ
ノ
と
し
て
の
信
頼

性
は
更
に
陽
が
当
た
ら
な
い
分
野
で
す
。
既

に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
電
力
線
な

ど
に
匹
敵
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
な
の
で
、
同

じ
く
ら
い
の
信
頼
性
評
価
が
な
さ
れ
る
べ
き

な
の
で
す
が
、
新
機
能
、
コ
ス
ト
面
ば
か
り

が
重
視
さ
れ
、
例
え
ば
基
地
局
・
交
換
機
用

部
品
の
不
良
や
故
障
は
交
換
し
て
済
め
ば
原

因
ま
で
追
求
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

─
─
モ
ノ
の
信
頼
性
評
価
は
材
料
の
特
性
を

電
気
機
器
が
発
す
る
電
磁
妨
害
波
が
、
周
囲

の
シ
ス
テ
ム
・
機
器
な
ど
に
影
響
を
与
え

ず
、
同
様
に
ほ
か
の
シ
ス
テ
ム
・
機
器
か
ら

電
磁
妨
害
を
受
け
て
も
、
そ
の
影
響
を
受
け

な
い
耐
性
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
条
件
に

よ
っ
て
は
、
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
か

ら
出
て
し
ま
う
電
磁
妨
害
波
が
放
送
や
通
信

に
影
響
を
与
え
た
り
、
逆
に
携
帯
電
話
に
用

い
ら
れ
る
電
磁
波
が
、
医
療
機
器
等
に
影
響

を
与
え
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
測
定
・
評
価
・
対
策
の
研
究
を
行
い
、

技
術
基
準
の
策
定
と
円
滑
な
運
用
に
寄
与
す

測
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

福
永　

情
報
通
信
機
器
（
モ
ノ
）
の
信
頼
性

は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
材
料
の
、
使
用
環
境

で
の
特
性
に
依
存
し
ま
す
。
電
源
周
り
な
ら

直
流
や
50
／
60
㎐
、
信
号
線
路
な
ら
使
わ
れ

て
い
る
周
波
数
で
の
特
性
を
測
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
が
属
し
て
い
る

電
磁
波
計
測
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
電
磁
波
を

使
っ
て
地
球
環
境
、
宇
宙
環
境
を
計
測
す
る

グ
ル
ー
プ
が
主
で
す
の
で
、「
測
る
」
こ
と

が
テ
ー
マ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
。
材
料
評

価
は
、
産
業
界
に
直
結
し
た
内
容
が
多
く
、

新
材
料
開
発
も
含
め
て
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
成

果
を
多
く
の
皆
様
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
す
。

─
─
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

福
永　

携
帯
電
話
の
安
全
性
評
価
に
用
い
ら

れ
る
模
擬
人
体
用
の
液
体
が
そ
の
例
で
す

ね
。
携
帯
電
話
の
説
明
書
に
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ

（Specific A
bsorption Rate

：
比
吸
収
率
）

は
、
人
型
の
容
器
に
、
頭
部
と
同
じ
電
気
特

性
を
持
つ
液
体
を
入
れ
、
携
帯
電
話
を
使
用

し
た
状
態
に
し
て
、
液
体
内
の
電
界
強
度
を

測
定
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
液
体
を
開

発
し
、
商
品
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

─
─
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
最
初
に
開
発
さ
れ
た
の
で

す
か
。

福
永　

海
外
メ
ー
カ
ー
提
供
の
若
干
異
臭
の

あ
る
製
品
は
試
験
シ
ス
テ
ム
と
一
緒
に
輸
入

基
板
・
部
品
レ
ベ
ル
の
信
頼
性
向
上
と

Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
の
研
究
開
発

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

情
報
通
信
技
術
を
支
え
る

福永　香
（ふくなが　かおり）

電磁波計測研究センター　EMCグループ
研究マネージャー

大学院修士課程修了後、藤倉電線(株)（現（株）フジ
クラ）入社。1994年通信総合研究所（現 NICT）に入
所、誘電絶縁材料の高周波特性及び信頼性評価法、ミ
リ波テラヘルツ波の非破壊検査への応用に関する研究
に従事。博士 （工学）。
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図2●直流からテラヘルツ波までの利用分野

図3●テラヘルツ波による絵画分析（Giotto作 
祭壇画、テンペラ板絵、1300年ごろ）

図4●	産業界で用いられている技術例。携帯電
話の安全性評価に用いる人体等価液体
（右）、宇宙用材料、コピー機ドラム、電力
ケーブルなどの評価に用いられる空間
電荷測定用電極（左手前：環境情報セン
シングネットワークグループ前野恭主
任研究員の発明を産業展開）、東工大と
の共同研究により開発された1GHz以
上のシールド特性測定装置（左奥）

図5●フランス宇宙研の電子線照射
装置内に導入されたNICTの
電荷分布観測ユニット

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
無
公
害
・
無

臭
で
温
度
特
性
な
ど
に
も
優
れ
た
国
産
品

を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

基
礎
検
討
を
行
い
実
用
化
の
め
ど
を
つ
け
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
︱

Ａ
Ｔ
が
実
際
に
商
品
化
し
、
今
で

は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
（
財
団
法
人 

テ
レ
コ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
を
は
じ
め
、
国

内
外
で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

─
─
ほ
か
に
も
実
用
例
が
あ
り
ま
す
か
。

福
永　

通
信
衛
星
な
ど
宇
宙
飛
翔
体
用
材
料

の
内
部
帯
電
性
、
絶
縁
材
料
の
長
期
信
頼
性

評
価
シ
ス
テ
ム
、
高
周
波
誘
電
特
性
の
評
価

と
新
材
料
開
発
、
１
GHz
以
上
の
シ
ー
ル
ド
特

性
評
価
装
置
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。

現
在
、
注
力
し
て
い
る
の
が
、
非
破
壊
検
査

法
と
し
て
世
界
的
に
大
ブ
レ
イ
ク
の
予
感
の

あ
る
、
今
年
の
３
月
号
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
グ
ル
ー
プ
寳
迫
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
で
も
紹
介
さ
れ
た
テ
ラ

ヘ
ル
ツ（
THz
）波
で
す
。

高
ま
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
へ
の
期
待

─
─
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
材
料
解
析
は
、
広

く
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

福
永　

美
術
好
き
の
私
に
と
っ
て
、
夢
の
仕

事
で
す
ね
。
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
が
分
光
に
使

え
る
こ
と
や
、
そ
の
特
徴
を
聞
き
、
Ｘ
線

で
も
赤
外
線
で
も
見
え
な
い
、
テ
ン
ペ
ラ

画
の
構
造
が
見
え
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
の
年
末
ご
ろ
に
西
洋
古
典
絵
画

材
料
と
修
復
材
料
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
一
気
に

取
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
し
、
公
開
し
た
と

こ
ろ
世
界
中
に
広
が
り
ま
し
た
。
絵
画
の
修

復
家
の
「
こ
れ
が
見
た
か
っ
た
」
と
い
う
言

葉
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

─
─
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
を
知
っ
て
も
ら
う
格
好

の
宣
伝
に
な
り
ま
し
た
ね
。

福
永　

こ
の
未
開
拓
な
周
波
数
帯
は
、
通
信

へ
の
利
用
も
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ず

分
光
や
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
と
し
て
、
広
が

る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
「
見
え
た
」
だ
け
の

段
階
な
の
で
、
こ
れ
を
文
化
財
だ
け
で
な
く

汎
用
の
非
破
壊
検
査
技
術
と
し
て
、
様
々
な

産
業
に
応
用
で
き
る
よ
う
、
機
構
内
外
の
専

門
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。
も
う
「
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
は
使
え
る
」

こ
と
は
確
実
な
の
で
、
あ
と
は
ユ
ー
ザ
ー
を

増
や
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
あ
っ
た
技
術

に
育
て
て
行
く
道
筋
を
つ
け
れ
ば
、
放
っ
て

お
い
て
も
汎
用
化
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
永　

マ
イ
ク
ロ
波
以
上
の
高
周
波
帯
域
で

の
、
汎
用
の
誘
電
絶
縁
材
料
の
評
価
・
測
定

技
術
と
い
う
の
は
、
ま
だ
国
際
的
な
規
格
が

で
き
て
い
な
い
ん
で
す
。
材
料
を
開
発
す
る

側
は
GHz
は
別
世
界
、
使
う
側
は
材
料
特
性
が

温
度
や
湿
度
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
な
ど
設

計
に
は
入
れ
て
い
な
い
、
そ
う
い
う
状
況
で

す
。
情
報
通
信
機
器
の
モ
ノ
と
し
て
の
信
頼

性
に
も
Ｅ
Ｍ
Ｃ
設
計
に
も
必
要
な
材
料
評
価

法
を
確
立
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
当
面

の
課
題
で
す
。
す
ご
く
地
味
で
す
が
、
地
味

な
仕
事
を
か
っ
こ
良
く
や
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

─
─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

� NICT NEWS 2009.6



玉
石
混
淆
の

Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
対
応

　

現
在
は
、
情
報
の
利
用
者
で
あ
っ
た
一
般

の
人
々
が
ブ
ロ
グ
等
で
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
情
報
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
「
情
報
爆

発
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の

人
々
が
容
易
に
情
報
発
信
で
き
る
ブ
ロ
グ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Social N

etw
ork Service

）

を
Ｃ
Ｇ
Ｍ
（C

onsum
er G

enerated 
M

edia

）
と
呼
び
、
Ｃ
Ｇ
Ｍ
に
よ
っ
て
多
く

の
人
々
が
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
「
集
合
知
」

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

変
化
は
、
従
来
の
Ｗ
ｅ
ｂ
の
進
化
の
延
長
上

で
は
な
い
新
た
な
質
的
な
変
化
が
起
こ
っ

た
も
の
と
い
う
意
味
で
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

Ｃ
Ｇ
Ｍ
に
よ
っ
て
爆
発
的
に
増
え
た
情
報
に

よ
っ
て
新
た
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
ｏｏｇ
ｌｅ
に
代
表
さ
れ
る
一
般
的
な
検

索
エ
ン
ジ
ン
は
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ

て
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
が
検
索
さ
れ
ま
す
が
、

内
容
の
妥
当
性
を
考
慮
し
て
ラ
ン
ク
付
け
を

　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

知
識
創
成
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
知
識
処
理
グ
ル
ー
プ
で

は
、
玉
石
混
淆
の
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中

か
ら
「
信
頼
性
や
価
値
の
高
い
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
の
か
」
と

い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
分
析
技

術
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ブ
ロ
グ
で
一
般
の
人
々
が
記
述
す
る
情

報
（
例
え
ば
、「
○
○
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
有

効
」
な
ど
）
の
信
頼
性
や
価
値
の
高
さ
を
判

断
す
る
場
合
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
価
値
観
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
た
だ
単
に
「
科
学

的
に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
信
頼
で
き

な
い
」
と
い
う
結
果
を
出
力
し
た
と
し
て
も
、

ユ
ー
ザ
ー
は
満
足
し
な
い
で
し
ょ
う
。「
そ

の
ブ
ロ
グ
は
誰
が
書
い
て
い
る
の
か
」「
良

い
と
い
う
情
報
と
悪
い
と
い
う
情
報
の
分

布
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
関
連
す
る

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
は
、
主
に
ど
ん
な
こ
と
が

多
く
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
対
立
す

る
よ
う
な
内
容
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
」
等
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う

の
が
一
般
的
な
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、知
識
処
理
グ
ル
ー

プ
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
含
ま
れ
る

文
書
情
報
を
高
度
な
言
語
処
理
技
術
に
基
づ

い
て
分
析
す
る
情
報
分
析
技
術
と
、
そ
れ
ら

を
用
い
て
、
従
来
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
同
様

の
手
軽
さ
で
利
用
で
き
る
情
報
分
析
エ
ン
ジ

ン
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
（W

eb Inform
ation 

Sensibly and D
iscreetly O

rdered 
and M

arshaled

）
を
研
究
開
発
し
て
い

ま
す
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
の
概
要
を
図
１
に
示

し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
構
成
を
図
２
に

示
し
ま
す
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
調
査

を
希
望
す
る
事
柄
を
検
索
エ
ン
ジ
ン
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
相
当
す
る
分
析
対
象
キ
ー

ワ
ー
ド
も
し
く
は
分
析
対
象
文
と
し
て

入
力
す
る
と
、
そ
れ
を
検
索
エ
ン
ジ
ン

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
注
）
に
送
り
、
関
連
す
る

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
探
し
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
外
観
や
内
容
、
発
信
者
に

つ
い
て
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
出
力
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
分
析
を
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
技
術
を
開
発
し

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
索
結

果
リ
ス
ト
の
上
位
だ
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し

も
質
の
良
い
情
報
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
信
頼
性

や
価
値
の
高
い
情
報
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は

利
用
者
の
責
任
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
に
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力

す
る
と
、
ヒ
ッ
ト
す
る
ペ
ー
ジ
が
百
数
十
万

ペ
ー
ジ
に
も
な
る
現
状
で
は
、
あ
ま
り
の
量

の
多
さ
に
「
誰
が
書
い
て
い
る
内
容
な
の
か
」

「
同
等
の
意
見
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
逆
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。」「
き
ち
ん
と
し
た
ポ
リ
シ
ー
で
制

作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
」
な
ど
を
把
握
し
、

信
頼
性
や
価
値
の
高
い
情
報
を
見
つ
け
出
す

こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
の
人
々
は
検
索
結
果
リ

ス
ト
上
位
数
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
見
て
同
じ
よ

う
な
記
述
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
正
し
い
情
報

と
し
て
信
じ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
の
全
体
像

情
報
信
頼
性
分
析
エ
ン
ジ
ン
“
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
”
の
紹
介

玉
石
混
淆
の

Ｗｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ

● P r o f i l e ●

木俵　豊
（きだわら　ゆたか）

知識創成コミュニケーション研究センター 
知識処理グループ
グループリーダー

大学院修士課程修了後、（株）神戸製鋼所を
経て、2001年通信総合研究所（現NICT）
入所、ユビキタス・コンテンツ技術の研究開
発に従事。2006年内閣府総合科学技術会
議事務局に出向。2007年から現職。現在は
情報信頼性分析技術、ナレッジクラウド構築
技術の研究開発に従事。博士（工学）。
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図1●WISDOMの概要

図2●WISDOMのシステム構成

図3●WISDOMの情報分析例

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
分
析
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
が
Ｗ
ｅ
ｂ
の
情
報
を
正
し
く
利
用
で
き

る
手
掛
か
り
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
調
査

し
た
い
内
容
が
ど
の
よ
う
な
偏
り
を
持
ち
、

対
立
す
る
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
対
象
と
す
る
情
報

の
信
頼
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
情
報
分
析
技
術
は

様
々
な
場
面
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
例
え
ば
、知
識
創
成
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
音
声
言
語
グ
ル
ー
プ
と
共

同
で
開
発
し
て
い
る
音
声
対
話
シ
ス
テ
ム
に

も
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
の
評
価
情
報
分
析
機
能

が
使
わ
れ
て
お
り
、
京
都
観
光
を
想
定
し
た

場
面
で
評
判
の
良
い
名
所
を
紹
介
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
は
、
開
発

途
上
の
β
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
試
験
的
に
公
開

（http://w
isdom

-nict.jp/

）し
て
い
ま
す
。

現
在
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、過
去
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ー

カ
イ
ブ
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
分
析
結
果

は
少
々
古
い
内
容
が
出
力
さ
れ
ま
す
が
、
今

年
度
中
の
本
格
的
な
公
開
を
目
指
し
て
定
常

的
な
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
や
、
更
な
る
分
析
結
果

の
高
精
度
化
な
ど
を
実
現
す
べ
く
研
究
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。

【
分
析
デ
ー
タ
基
盤
の
開
発
】

　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
を
開
発
す
る
に
あ
た

り
、
既
存
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果

を
使
う
の
で
は
な
く
、
自
ら
ク
ロ
ー
リ
ン
グ

（
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
の
収
集
）
を
行
い
、
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な

分
析
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
分
析
の
た
め
の

デ
ー
タ
基
盤
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
約
７
億

ペ
ー
ジ
を
収
集
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
１
億

ペ
ー
ジ
を
対
象
と
し
て
情
報
分
析
技
術
の
研

究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
基

盤
を
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
と
共
用
す
る
こ
と
で

シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
と
高
速
な
分
析
処
理
を

実
現
し
て
い
ま
す
（
図
２
⒜
）。

【
主
要
・
対
立
文
の
分
析
】

　

関
連
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
中
か
ら
高
頻

度
に
出
現
す
る
言
語
表
現
と
し
て
名
詞
句
と

述
語
項
構
造
（
文
）
を
抽
出
し
ま
す
。
抽

出
し
た
主
要
表
現
と
対
立
表
現
を
同
時
に
提

示
す
る
こ
と
で
分
析
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
事
実
や
論
点
が
あ
る
か
を
示
し
ま
す

（
図
２
⒝
）。

【
評
価
表
現
の
分
析
】

　

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
中
に
は
、
文
章
と
し
て

様
々
な
意
見
や
評
価
情
報
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
情
報

を
六
つ
の
タ
イ
プ
及
び
極
性
（
肯
定
・
否

定
）
に
分
類
し
、
機
械
学
習
の
手
法
を
用
い

て
分
類
す
る
手
法
を
研
究
開
発
し
て
い
ま
す

（
図
２
⒞
）。 

【
発
信
者
の
分
析
】

　
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
発
信
者
を
内
容
や
公
開

に
責
任
を
持
つ
人
物
や
団
体
と
と
ら
え
、
著

者
だ
け
で
な
く
引
用
先
や
サ
イ
ト
運
営
者
な

ど
を
６
種
類
の
タ
イ
プ
に
区
別
し
て
発
信
構

成
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
て
分
類
し
ま

す
（
図
２
⒟
）。

　

図
３
に
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
の
利
用
例
を
示
し

ま
す
。

新
た
な
情
報
利
活
用
基
盤
技
術
の

構
築
に
向
け
て

　

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
は

（注）文部科学省科学研究費補助金（特定領域研究）「情報爆発時代に向けた新しいIT基盤技術の研究開発」にて、京都大学で開発されている自然言語処理を特徴とする検索エンジン
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図1●「みんなの翻訳」サイト（http://trans-aid.jp/）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
翻
訳

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翻
訳
者
は
、
様
々
な

文
書
を
翻
訳
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

例
え
ば
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
（
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
公
開
し
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
開
発
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
翻
訳
や
、
ブ
ロ
グ
の
翻
訳
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
文
書
な
ど
の
翻
訳
が
あ

り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翻
訳
者
は
、
翻
訳
に
よ

り
、
世
の
中
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

例
え
ば
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
日
本
語
訳
は
、
日

本
人
の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
、
大
変
有
り

難
い
も
の
で
す
し
、
ブ
ロ
グ
の
翻
訳
は
、
他

の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
し
な
い
場
所
や
人
々
に

つ
い
て
光
を
当
て
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翻
訳
者

を
支
援
す
る
こ
と
は
、
世
の
中
に
貢
献
す
る

こ
と
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
に
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翻

訳
者
は
、
現
在
、
数
千
人
程
度
で
す
が
、
外

は
、
⑴
東
京
大
学
で
開
発
さ
れ
た
高
機
能
な

翻
訳
支
援
エ
デ
ィ
タ
Ｑ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
を
誰
も

が
利
用
で
き
る
こ
と
、
⑵
み
ん
な
の
翻
訳
で

公
開
さ
れ
て
い
る
翻
訳
に
は
、「
一
定
の
条

件
の
下
で
、
二
次
的
著
作
物
を
作
成
し
、
そ

れ
を
公
開
し
て
も
良
い
」
と
い
う
ラ
イ
セ
ン

ス
が
付
与
さ
れ
て
い
る
た
め
、
適
切
な
使
用

で
あ
れ
ば
、
翻
訳
を
利
用
で
き
る
と
い
う
こ

と
、
⑶
三
省
堂
の
協
力
に
よ
り
「
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
サ
イ
ス
英
和
辞
典
（
36
万
項
目
収
録
）」

が
翻
訳
支
援
に
利
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

高
機
能
な
翻
訳
支
援
エ
デ
ィ
タ

Ｑ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ

　

翻
訳
支
援
エ
デ
ィ
タ
Ｑ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
の
基

本
設
計
理
念
は
、
以
下
の
４
点
に
集
約
さ
れ

ま
す
。
⑴
新
た
な
情
報
・
機
能
を
提
供
す
る

の
で
は
な
く
、
翻
訳
者
が
現
に
行
っ
て
い
る

作
業
の
手
間
を
省
く
、
⑵
シ
ス
テ
ム
が
決
め

る
の
で
は
な
く
翻
訳
者
が
決
め
る
の
に
必
要

な
情
報
を
提
供
す
る
、
⑶
翻
訳
者
の
発
想
を

豊
か
に
す
る
情
報
を
表
示
す
る
、
⑷
で
き
る

だ
け
シ
ン
プ
ル
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
方
針
は
、

翻
訳
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
現
状
の
翻

訳
支
援
技
術
の
水
準
に
基
づ
い
て
決
め
ま
し

た
。

国
語
特
に
英
語
を
翻
訳
で
き
る
潜
在
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
翻
訳
者
の
数
は
、
数
十
万
人
程

度
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
翻
訳
を
し

た
い
人
が
、
簡
単
に
翻
訳

が
で
き
る
環
境
を
提
供
す

れ
ば
、現
状
よ
り
も
、も
っ

と
多
く
の
人
が
翻
訳
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
多

く
の
外
国
の
情
報
を
取
り

込
め
る
と
と
も
に
、
日
本

の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
機
か

ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
言
語
翻
訳

グ
ル
ー
プ
で
は
、
東
京
大

学
図
書
館
情
報
学
研
究
室

と
共
同
で
、「
み
ん
な
の

翻
訳
」
と
い
う
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト 

（
図
１
） 

を
開
設
し

ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
翻
訳
の
特
徴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
翻
訳
者
の
支
援
と
翻
訳
の
自
由
な
流
通
の
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

み
ん
な
の
翻
訳

● P r o f i l e ●

内山　将夫
（うちやま　まさお）

知識創成コミュニケーション研究センター
言語翻訳グループ

主任研究員

大学院博士課程修了後，2001年に通
信総合研究所（現NICT）入所。自然
言語処理一般、特に言語翻訳の研究
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図3●文書の使用許諾権の設定

図2●翻訳支援エディタ QRedit

で
認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
で
し
か
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
原
文
著
者
は
、
そ
の
翻
訳
を
公
開

し
て
も
良
い
と
（
あ
な
た
や
他
の
人
に
）
許

可
を
し
て
い
ま
す
か
？
」
と
確
認
し
ま
す
。

⑵
そ
れ
が
「
は
い
」
の
場
合
に
は
、
シ
ス
テ

ム
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
等
の

「
あ
な
た
の
文
書
か
ら
二
次
的
著
作
物
を
作

成
し
、
そ
れ
を
公
開
し
て
も
良
い
」
と
い
う

条
件
に
矛
盾
し
な
い
使
用
許
諾
条
件
を
設
定

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
み
ん
な
の
翻
訳
で
は
、

原
著
者
や
翻
訳
者
の
著
作
権
を
尊
重
し
つ

つ
、
翻
訳
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

　

み
ん
な
の
翻
訳
は
２
０
０
９
年
４
月
８
日

に
一
般
公
開
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
か
月

ほ
ど
で
、
５
０
０
人
程
度
の
ユ
ー
ザ
ー
が
登

録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
を
含
む
四
つ
の
翻

訳
グ
ル
ー
プ
に
も
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

現
状
の
み
ん
な
の
翻
訳
は
、
英
日
及
び
日

英
の
翻
訳
し
か
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
多
言
語
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

共
有
さ
れ
た
翻
訳
や
用
語
を
有
効
利
用
す
る

た
め
の
言
語
処
理
技
術
を
研
究
開
発
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

Ｑ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
で
は
、
入
力
さ
れ
た
原
文

に
対
し
、
複
数
の
辞
書
や
翻
訳
者
が
登
録
し

た
用
語
を
対
象
に
辞
書
引
き
を
行
い
、
翻
訳

者
は
単
語
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
簡
単
に

そ
の
訳
語
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
高
度
な
熟
語
検
出
機
能
を
備
え
て
い

て
、
熟
語
の
辞
書
引
き
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
熟
語
に
対
し
て
、
Ｑ
Ｒｅ
ｄ
ｉ
ｔ

で
は
、
図
２
の
よ
う
に
、
下
線
を
引
い
て
示

す
な
ど
し
て
、
翻
訳
者
が
見
落
と
さ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
熟
語
は
、
熟
練
翻
訳
者

で
も
誤
訳
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
に
、
エ
デ
ィ
タ
側
か
ら
何
ら
か
の

警
告
を
与
え
る
こ
と
は
有
用
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
Ｑ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
に
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
や
、
用
語
登
録
機
能
が
あ

り
、
用
語
を
登
録
す
る
と
、
そ
の
用
語
を

Ｑ
Ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
内
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。
こ

の
検
索
は
、
自
分
が
登
録
し
た
用
語
だ
け
で

な
く
、
他
の
人
が
登
録
し
た
用
語
も
同
様
に

検
索
で
き
ま
す
の
で
、
み
ん
な
の
翻
訳
で
公

開
さ
れ
て
い
る
用
語
が
増
え
れ
ば
、
辞
書
に

載
っ
て
い
な
い
用
語
で
あ
っ
て
も
、
辞
書
引

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

翻
訳
の
共
有

　

翻
訳
結
果
を
共
有
す
る
た
め
に
は
、
原
文

と
翻
訳
文
の
使
用
許
諾
に
つ
い
て
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
当
然
で
す
が
、

原
文
の
著
者
が
翻
訳
文
の
公
開
を
許
可
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
翻
訳
文
は
公
開
で
き
な

い
の
で
、
翻
訳
結
果
を
共
有
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
み
ん
な
の
翻
訳
の
利
用
者
に

は
、
原
文
と
翻
訳
文
の
使
用
許
諾
に
つ
い
て

確
認
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
み
ん
な
の
翻
訳
の
利
用

者
に
は
、
各
自
が
翻
訳
し
た

文
は
、
二
次
的
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
許
可
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
シ
ス
テ
ム
は
、
み
ん
な

の
翻
訳
の
利
用
者
が
翻
訳
文

を
保
存
す
る
と
き
に
、
以
下

の
よ
う
に
し
て
、
使
用
許

諾
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す

（
図
３
）。

　

⑴
シ
ス
テ
ム
は
、「
あ
な

た
が
翻
訳
の
対
象
と
し
た
文

書
（
原
文
）
は
、
原
文
著
者

が
明
示
的
に
許
可
し
て
い
る

場
合
を
除
い
て
、
私
的
な
利

用
そ
の
他
な
ど
、
著
作
権
法
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図1●生物情報プロジェクトの研究概要

生
き
た
細
胞
に
学
ぶ

情
報
通
信
技
術
開
発
の
意
義

　

情
報
通
信
技
術
は
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
形
で
皆
さ

ま
の
快
適
な
社
会
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
情
報
通
信
の
頻
度

及
び
情
報
量
の
爆
発
的
な
増
加
に
よ
っ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
大
や
災
害
時
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
安
定
性
の
確
保
の
困
難
さ

な
ど
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る

た
め
に
は
、
既
存
の
情
報
通
信
技
術
の
改
良

だ
け
で
な
く
、
既
存
の
技
術
を
補
完
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う

な
新
し
い
概
念
に
基
づ
い
た
情
報
通
信
技
術

の
開
発
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
未
来
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー 

バ

イ
オ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
物
が
持
つ

「
自
律
性
」
や
「
環
境
適
応
性
」
と
い
っ
た

優
れ
た
特
性
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
得

ら
れ
た
知
見
を
情
報
通
信
技
術
に
応
用
す
る

と
い
う
全
く
新
し
い
観
点
で
こ
れ
ら
の
問
題

生
細
胞
が
行
う
「
分
子
通
信
」

　

分
子
通
信
と
は
、
情
報
通
信
の
媒
体
と
し

て
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
化
学
物
質
（
タ
ン
パ
ク

質
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
ど
の
生
体
分
子
）
を
用
い
る

通
信
方
式
の
こ
と
で
す
。
分
子
通
信
は
、
生

体
親
和
性
や
水
環
境
で
の
使
用
な
ど
と
い
っ

た
優
れ
た
特
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
光
な

ど
の
電
磁
波
を
媒
体
に
し
た
既
存
の
技
術
を

補
完
す
る
、
新
し
い
情
報
通
信
技
術
の
開
発

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

生
物
は
、
莫
大
な
数
の
生
体
分
子
の
働

き
を
う
ま
く
制
御
す
る
こ
と
で
、「
自
律
性
」

や
「
環
境
適
応
性
」
な
ど
と
い
っ
た
優
れ
た

能
力
を
発
揮
さ
せ
、
全
体
と
し
て
の
「
生

命
」
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
生
存
戦
略
、

す
な
わ
ち
、
同
時
並
行
で
進
む
複
数
の
分
子

通
信
の
制
御
方
法
を
参
考
に
す
れ
ば
、
例
え

ば
、「
世
界
中
に
散
在
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
つ
な
い
で
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
と
き
、
シ
ス
テ
ム
を
効
率
良

く
安
定
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
ル
ー
ル
が
必
要
か
」
と
い
う
問
い
に
対

す
る
答
え
を
見
い
だ
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
「
生
物
に
学
ぶ
情
報
処
理

ル
ー
ル
（
バ
イ
オ
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
ド
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
）」
を
見
い
だ
す
た
め
に
は
、
ま

ず
、
生
物
を
構
成
す
る
最
小
機
能
単
位
で
あ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
か

で
も
生
物
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
生
物
を
構
成
す
る
最
小

機
能
単
位
で
あ
り
、
先
述
の
優

れ
た
特
性
を
兼
ね
備
え
て
い
る

「
生
き
た
細
胞
」（
以
下「
生
細
胞
」

と
い
う
。）
を
対
象
に
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
（
図
１
）。
例

え
ば
、
生
細
胞
が
、
内
部
に
侵

入
し
て
き
た
異
物
を
効
率
的
か

つ
特
異
的
に
認
識
し
排
除
す
る

仕
組
み
や
、
環
境
変
化
に
応
じ

て
細
胞
（
細
胞
集
団
）
が
応
答

す
る
仕
組
み
等
を
解
明
し
、
そ

こ
か
ら
効
率
良
い
情
報
処
理
の

ル
ー
ル
を
見
い
だ
し
た
り
、
生

体
分
子
を
情
報
通
信
の
媒
介
と

し
た
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
人
為
的
に
構
築

し
た
り
で
き
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や

シ
ス
テ
ム
安
定
性
の
問
題
を
克
服
し
、
人
や

環
境
に
優
し
い
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
情
報

通
信
技
術
の
開
発
へ
の
道
が
開
け
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

人
為
的
に
制
御
可
能
な
素
子
を
埋
め
込
ん
だ
細
胞
を
つ
く
り
、
利
用
す
る

生
き
た
細
胞
を
用
い
た

新
し
い
分
子
通
信
解
析
手
法
の
開
発

● P r o f i l e ●
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（こばやし　しょうへい）
未来ICT研究センター
バイオICTグループ

研究員

大学院博士課程修了後、2005年
NICTに入所。生細胞への生体-非生体
ハイブリッド素子の導入とその細胞内
動態の解明に関する研究に従事。
博士（工学）。
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図4●素子を組み込んだ細胞の将来的な応用例

図2●生体 − 非生体ハイブリッド素子を組み込んだ細胞の
創製

図3●素子を用いた生細胞内における膜構造形成の制御
素子Aと素子B（全体の1/4のみ表示）は、ビーズの材質及び表面に
コーティングしている生体分子が異なる。

形
成
を
誘
導
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
ま
し
た

（
図
３
）。
今
後
、
素
子
に
応
じ
て
形
成
さ
れ

る
膜
に
差
が
生
じ
る
仕
組
み
を
解
明
で
き
れ

ば
、「
生
細
胞
内
で
、
望
み
の
位
置
に
、
望

み
の
現
象
を
引
き
起
こ
す
」
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

現
在
の
研
究
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
新
し
い

情
報
通
信
技
術
の
開
発
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が

必
須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
生
体
︱

非
生
体
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
素
子
を
よ
り
便
利
な
も
の
に
す
る
試
み
で

す
。
例
え
ば
、
素
子
の
材
料
と
し
て
様
々
な

物
質
を
選
択
的
に
保
持
で
き
る
中
空
ビ
ー
ズ

や
磁
性
体
、
生
分
解
性
素
材
と
い
っ
た
機
能

性
材
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
応
用
の
範
囲
は

大
き
く
広
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
生
物
学
や
情
報
学
だ

け
で
な
く
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
有
機
・

無
機
合
成
化
学
と
い
っ
た
他
分
野
と
の
融
合

研
究
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
将
来
的
な
応
用
展
開
の
イ

メ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
現
時

点
で
我
々
は
、
生
体
︱

非
生
体
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
素
子
を
組
み
込
ん
だ
細
胞
を
セ
ン
サ
ー

や
小
型
の
機
能
素
子
（
プ
ロ
セ
ッ
サ
）
等

と
し
て
応
用
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す

（
図
４
）。
例
え
ば
、
生
体
環
境
下
に
置
か
れ

た
と
き
の
磁
性
体
の
特
性
（
電
波
送
受
信

能
）
の
理
解
が
進
め
ば
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
セ
ン
サ
ー
と
し
て
の
利
用
や
、
医
療
支
援

分
野
に
お
け
る
ボ
デ
ィ
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｂ
Ａ
Ｎ
）
等
の
概
念
と
結
び
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
も
、

生
体
適
合
性
素
子
を
つ
く
る
た
め
の
反
応
場

と
し
て
利
用
す
る
と
い
っ
た
工
学
的
応
用
へ

の
道
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

人
工
機
械
が
得
意
な
部
分
と
細
胞
や
生
体

分
子
が
得
意
な
部
分
と
を
理
解
し
分
担
す
る

こ
と
で
、
全
体
と
し
て
よ
り
良
い
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
。
こ
の
新
し
い
概
念
に

基
づ
い
た
情
報
通
信
技
術
の
開
発
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

　

我
々
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
生
体
︱

非

生
体
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
素
子
を
実
際
に
生
き
た

ヒ
ト
培
養
細
胞
の
中
に
埋
め
込
む
こ
と
に
成

功
し
、
さ
ら
に
素
子
の
周
囲
で
人
工
的
に
膜

る
「
生
細
胞
」
が
行
う
分
子
通
信
を
解
析
し
、

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

制
御
可
能
な
“
生
体
︱

非
生
体
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
素
子
”
を
埋
め
込
ん
だ

細
胞
の
創
製

　

我
々
は
、
生
細
胞
が
行
う
分
子
通
信
を
解

析
し
利
用
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
生

細
胞
の
中
に
、
人
為
的
な
操
作
が
可
能
な
人

工
素
材
を
埋
め
込
み
、
人
為
的
な
刺
激
に
対

す
る
細
胞
応
答
を
解
析
で
き
る
実
験
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
（
図
２
）。

こ
の
実
験
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、
生

細
胞
と
の
親
和
性
を
高
め
る
た
め
の
“
生

体
”
分
子
を
、“
非
生
体
”
物
質
の
表
面
に

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
点
で
す
。
我
々
は

こ
れ
を
“
生
体
︱

非
生
体
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
素

子
”
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
生
体
︱

非
生
体
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
素
子
は
、
実
験
目
的
に
応
じ
て

そ
の
性
状
（
大
き
さ
、
材
質
な
ど
）
を
容
易

に
変
更
可
能
な
た
め
、
非
常
に
有
用
な
実
験

ツ
ー
ル
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

レ
ー
ザ
ー
照
射
等
に
よ
る
細
胞
外
か
ら
の
刺

激
を
、
レ
ー
ザ
ー
照
射
に
応
答
性
を
持
つ
素

子
を
ね
ら
っ
て
時
間
的
・
空
間
的
に
制
御
し

な
が
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
細
胞
内
で
の

分
子
通
信
は
も
ち
ろ
ん
、
全
体
と
し
て
の
細

胞
（
あ
る
い
は
細
胞
集
団
）
の
挙
動
な
ど
に

つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
解
析
で
き
る
と
考
え
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右から二人目がJ.Hall博士

実験室を見学されるJ.Hall博士

平成２１年度新規採用者紹介

総務部
人事室人事チーム

総合職

川里 真奈（かわさと まな）

早く仕事を覚えて一人前の社会人に
なれるように頑張ります！　健康
第一！

財務部
会計室物品・役務契約チーム

総合職

滝島 和音（たきしま かずね）

社会人１年目の未熟者ですが、一日
でも早く皆さんのお役に立てるよ
う頑張ります。

新世代ネットワーク研究センター
ネットワークアーキテクチャグループ

研究員

古川 英昭（ふるかわ ひであき）

情報通信技術による社会発展に貢
献したいと思います。

新世代ネットワーク研究センター
ネットワークアーキテクチャグループ

研究員

宮澤 高也（みやざわ たかや）

今までの研究分野に閉じることな
く、幅広い視野の下で、研究開発に
従事していきます。

新世代ネットワーク研究センター
先端ＩＣＴデバイスグループ

研究員

渡邊 一世（わたなべ いっせい）

これまでの研修員、有期雇用職員
の経験を生かし、研究員として更に
精進いたします。

未来ＩＣＴ研究センター
バイオＩＣＴグループ

研究員

田中 裕人（たなか ひろと）

未来ＩＣＴ研究センターにて、情報
通信を視野に入れたバイオ研究を
ガッツで頑張ります。

情報通信セキュリティ研究センター
セキュリティ基盤グループ

研究員

松尾 真一郎（まつお しんいちろう）

民間企業から採用になりました。国
の研究機関ならではの役割も活用
し、成果の創出と普及に努めます。

電磁波計測研究センター
ＥＭＣグループ

研究員

濵田 リラ（はまだ りら）

「新人」と呼ばれるのは気恥ずか
しい限りですが、初心を忘れずに頑
張りたいと思います。よろしくお願
いします。

John L. Hall博士 NICT来訪
　3月23日、米国の物理学者John L. Hall博士が、電気通信大学の宅間名誉教授とともに
小金井本部を来訪されました。博士は、2005年に周波数コムを含む精密分光法についての
研究でノーベル物理学賞を受賞された方で、当日はNICTにおける周波数標準と量子ICT
に関する研究現場を中心にご覧になり、専門的な見地から様々な助言をいただきました。
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Prize Winners
受賞者 ● 中川 晋一（なかがわ しんいち） 新世代ネットワーク研究センター 推進室 主任研究員

◎受　賞　日：	2009/3/11　

◎受　賞　名：	平成20年度情報処理学会学会活動貢
献賞

◎受賞内容：	過去3年間に学会誌編集委員として、
精力的に多数の特集号・連載・解説の
記事の企画・編集を行い、学会誌編集
に大きく貢献した。 

◎団　体　名：	（社）情報処理学会

◎受賞のコメント：

　約10年前インターネットやコンピュータネット
ワークに関係する記事を掲載して以来、情報
処理学会会誌にWIDE Projectや当機構の
JGNに関する記事や特集を提案し編集してき
ました。特に昨年度、IPv6特集、 JGN2特
集などにご執筆いただいた皆様、有意義な提
案をしてくださった皆様に感謝します。今後と
も情報処理学会への御参加を是非お願い申し
上げます。ありがとうございました。

◎受　賞　日：	2009/3/27　

◎受　賞　名：	日本物理学会若手奨励賞

◎受賞内容：	光の量子測定の物理的構成法に関す
る理論研究

◎団　体　名：	（社）日本物理学会

新世代ネットワーク研究センター 量子ICTグループ 主任研究員

◎受賞のコメント：

　本研究では、量子力学の基礎理論から予想
される量子測定を具体的に実現する設計理論
を確立しました。その成果を評価して頂き大
変光栄に思います。本成果は、光通信・計測
の極限的な性能を実現する量子受信機を設計
する基礎理論であり、今回の賞を励みに、こ
の後はその実現に向けた研究開発を強く進め
たいと思います。量子ICTグループの皆様及
び NICT内外の多くの共同研究者の方々に深
く感謝いたします。

◎平成21年春の褒章：紫綬褒章受章

首席研究統括

　このたび紫綬褒章を頂き、理事長並びに理事の
皆様をはじめ、NICTの皆様に御礼申し上げます。
本受章の対象は、航空機搭載合成開口レーダとい
うことで、特に電磁波計測研究センター電波計測グ
ループの皆さんとの共同の受章と思っております。ま
た、入札作業や開発費不足の際の予算の前倒しな
どで、会計や企画、総務の皆様に多大な支援を頂
きましたことに、改めて感謝いたしたいと思います。
合成開口レーダは、本来アンテナの大きさで分解能
が決まるレーダに対して、医療で使用されているCT
スキャンに類似した原理で分解能を飛躍的に高める
技術であり、幅広い応用分野を持つことから夢の
レーダ技術として、電波研究所時代に電波による地
球観測を開始して以来、開発の実現が悲願でありま
した。国内で唯一の電波の研究機関が開発するの
だから世界でトップレベルのものを開発しなければ
いけないということで、関係の皆様に大分無理や勝
手なお願いをいたしましたが、総務省を含め皆様の

◆ 受賞者紹介

受賞者 ● 武岡 正裕（たけおか まさひろ）

受章者 ● 増子 治信（ますこ はるのぶ）

おかげをもちまして、今日高い評価を得て仕事の輪
も広がっていることは、夢のようでございます。紫綬
褒章受章は通信総合研究所から数えまして３人目で
ありますが、今後NICTの情報通信分野の研究成
果が広く評価され、多くの受章者が輩出することを
祈念いたしたいと思います。

◎受章のコメント：
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平成22年度 情報通信研究機構

パーマネント総合職員採用情報

情報通信研究機構は、来るべきユビキタスネット社会を支える情報通信技術の研究開発を、
基礎から応用まで一貫した統合的な視点で行う独立行政法人です。
当機構では、情報通信技術の研究開発推進のため、科学技術に興味があり、研究者をサポート
していただける優秀で意欲のある事務系職員（総合職）の採用を行います。

詳細は、当機構ホームページの職員採用情報をご覧ください。

次世代への夢をつなぐ。

応募資格 　平成21年度国家公務員採用Ⅱ種試験合格者（試験区分：行政）

採用時期 　原則として、平成22年4月1日

採用予定人数 　総合職　若干名

業務内容 　総務、財務等の法人管理運営、広報、研究開発の支援・知的財産管理、
　情報通信関係事業の振興等

勤務時間 　週休2日制のフルタイム勤務

年次有給休暇 　1年あたり20日、そのほかに夏季休暇5日、育児・介護休業制度等

社会保険 　総務省共済組合、労働保険（雇用保険、労働災害保険）に加入

【問い合わせ先】							     
〒184-8795  東京都小金井市貫井北町4-2-1							     
独立行政法人  情報通信研究機構	 総務部人事室人事チーム					  
	 電話：042-327-7630　e-mail：jinj it@ml.nict.go.jp

独立行政法人 情報通信研究機構


